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発注情報詳細（物品・委託等） 

入札方法 入札書の持参による 公募型指名競争入札 

件名 
「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向け Y-Pアセスメント情報 
処理プログラム作成等業務委託について 

納入／履行場所 教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 

納入／履行期間等 契約締結日から令和６年３月 31日まで 

入 
札 
参 
加 
資 
格 

種目 各種調査企画 

所在地区分 市内・準市内 

企業規模区分 市内においては中小企業・大企業・その他、準市内においては中小企業 

その他 

（1）横浜市契約規則（昭和 39 年３月横浜市規則第 59 号）第３条第１項に掲げる
者でないこと及び同条第２項の規定により定めた資格を有する者であること。 

（2）令和５・６年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品・委託等関係）におい
て所在地区分が「市内」である者。または「準市内」かつ規模区分が「中小」
である者。 

（3）営業種目に「各種調査企画」を順位１位で登録しており、細目「市場・世論調
査」及び「コンサルティング（建設コンサル等を除く）」で登録している者で
あること。 

（4）社内に基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者、及び心理関
連のアセスメントや調査の情報処理を行ったことがある者がいる者であるこ
と。 

（5）入札参加意向申出締切日から入札日までの間のいずれかの日において、横浜市
指名停止等措置要綱に基づく指名停止措置を受けていない者であること。 

提出書類 
（1）公募型指名競争入札参加意向申出書（委託用）
（2）入札参加資格確認書

設計図書 ６ページ以降 

入札参加申込締切日時 令和５年７月７日（金） 午後４時 00分 

指名・非指名通知日 令和５年７月 11日（火） 

質疑締切日時 
令和５年７月４日（火） 
午後４時 00分 

回答期限日時 令和５年７月６日（木） 

入札及び開札日時 令和５年７月 14日（金）  午前 10時 00分 

入札及び開札場所 中区本町 6-50-10 横浜市庁舎 14階 14-N02会議室 

支払い条件 前金払 しない 部分払 しない 

注意事項 

発注担当課 教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 電話  ０４５－６７１－３２９６ 

契約事務担当課 教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 電話  ０４５－６７１－３２９６ 
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「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向け Y-Pアセスメント情報

処理プログラム作成等業務委託について 

横浜市教育委員会事務局 

人 権 健 康 教 育 部 

人権教育・児童生徒課 

１ 競争入札に付する事項 

(1) 件名及び数量

「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向け Y-Pアセスメント

情報処理プログラム作成等業務委託 

(2) 業務内容

別添仕様書のとおり

(3) 履行期間

契約締結日から令和６年３月 31日まで

(4) 履行場所

別添仕様書のとおり

(5) 入札方法

入札書の持参による 公募型指名競争入札

２ 入札参加資格 

入札に参加しようとする者は、次に掲げる条件をすべて満たし、かつ、入札

参加資格を有することの確認を受けなければなりません。 

(1) 横浜市契約規則（昭和 39年３月横浜市規則第 59号）第３条第１項に掲げ

る者でないこと及び同条第２項の規定により定めた資格を有する者である

こと。 

(2) 令和５・６年度横浜市一般競争入札有資格者名簿（物品・委託等関係）に

おいて所在地区分が「市内」である者。または「準市内」かつ規模区分が「中

小」である者であること。 

(3) 営業種目に「各種調査企画」を順位１位で登録しており、細目「市場・世

論調査」及び「コンサルティング（建設コンサル等を除く）」で登録してい

る者であること。 

(4) 社内に基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者、及び

心理関連のアセスメントや調査の情報処理を行ったことがある者がいる者

であること。 

(5) 入札参加意向申出締切日から入札日までの間のいずれかの日において、
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横浜市指名停止等措置要綱に基づく指名停止措置を受けていない者である

こと。 

３ 入札参加 

入札に参加しようとする者は、次のとおり書類を提出しなければなりません。

なお、書類はインターネット（横浜市教育委員会ホームページ）からダウンロ

ードして作成し、提出してください。 

（アドレス）

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/nyusatsu/kakukukyoku/2023/itaku/kyoiku/
また、入札参加資格の審査及び確認のために、書類の追加提出を求める場合が

あります。 

(1) 提出書類

ア 公募型指名競争入札参加意向申出書（委託用）

イ 入札参加資格確認書

(2) 提出期限

令和５年７月７日（金）午後４時まで

※ 受付時間は、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和 23 年

法律第 178号）に規定する休日を除く毎日午前９時から正午まで及び午後

１時から午後５時まで。ただし、最終日は午前９時から正午まで及び午後

１時から午後４時まで 

(3) 提出方法

教育委員会事務局人権教育・児童生徒課（横浜市中区本町６-50-10 横浜

市庁舎 14階）へ書面を直接持参するか E-mailにより提出してください。な

お、E-mailで提出する場合は、電話により到着確認を行ってください。 

(4) 入札参加に係る通知

次のいずれかの通知を令和５年７月 11日（火）までに行います。

(5) 公募型指名競争入札指名通知書

(6) 公募型指名競争入札非指名通知書

(5) その他

入札に参加しようとする者は、入札日までの間に会社合併・分割等の予定

がある場合（会社合併・分割等を行った後に申出をしていない場合を含む。）

は、格付等級の変更をすることがあるので、必ず申し出なければなりません。

格付等級の変更によって、入札参加資格を満たさなくなった場合は、当該入

札に参加することができません。 

４ 入札参加資格の喪失 
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入札参加資格を有することの確認を受けた者が次のいずれかに該当すると

きは、当該入札に参加することができません。 

(1) 参加条件を満たさなくなったとき。

(2) 提出書類に虚偽の記載をしたとき。

５ 設計図書等に関する質問 

(1) 質問

入札参加者は、設計図書等に質問があり、回答を求める場合には、令和５

年７月４日（火）午後４時までに別紙「質問書」を人権教育・児童生徒課に

直接持参するか E-mailにより提出してください。なお、E-mailで提出する

場合は、電話により到着確認を行ってください。 

（受付時間は、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法

律第 178号）に規定する休日を除く毎日午前９時から正午まで及び午後１時

から午後５時まで。ただし、最終日は午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後４時まで。） 

(2) 回答

令和５年７月６日（木）午後４時までにインターネット上（横浜市教育委

員会ホームページ）に掲載します。それ以外の方法による回答は行いません。 

(3) その他

入札後、当該設計図書等について不知又は不明を理由として異議を申し立

てることはできません。 

６ 入札方法 

(1) 入札及び開札の日時・場所

発注情報詳細のとおり

(2) 入札方法

入札参加者が別紙様式による入札書を直接投函して行います。一回目の入

札で落札しない場合、その場で二回目の入札を行いますので、入札書は二枚

用意してください。地方自治法施行令第 167 条の２第１項第８号の規定によ

り、二回目の入札で落札者がいないときには、最低価格を提示した業者と交

渉を行い、予定価格内合意した場合に、随意契約を行うこととします。 

(3) その他

ア 入札書には、消費税法第９条第１項規定の免税業者であるか課税業者で

あるかを問わず、見積もった契約希望金額の 110分の 100に相当する金額

を記載すること。なお、落札者決定に当たっては、入札書又は見積書の記

載された金額に当該金額の 100 分の 10 に相当する額を加算した金額（当
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該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切捨てた金額）を

持って落札価格とします。 

イ 入札時に「公募型指名競争入札指名通知書」の提示がない場合は、入札

に参加できません。必ず持参してください。なお、「公募型指名競争入札

指名通知書」は再交付できませんので、取扱いに注意してください。 

７ 各書類提出先及び問合せ先 

〒231-0005 

横浜市中区本町６-50-10 横浜市庁舎 14階 

横浜市教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 担当：高橋 

電話：045（671）3296 

E-mail：ky-jinkenjidoseito@city.yokohama.jp
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  令和５年度  一般会計    歳出   第 15 款 １ 項 ４ 目 12節（01） 

受付 

番号

種 目 番 号 

連絡先

担当 

人権教育・児童生徒課    担当者名 高橋 未来子 

電話 671-3296 

設 計 書

１ 件    名  「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向けY-Pアセスメント 

情報処理プログラム作成等業務委託 

 ２ 履 行 場 所          教育委員会事務局人権教育・児童生徒課  

 ３ 履行期間 □期間    令和 年 月 日から 令和 年 月 日 まで 

    又は期限 ■期限  令和６年３月31日 まで  

 ４ 契約区分 ■ 確定契約 □ 概算契約

 ５ そ の 他 特 約 事 項        

 ６ 現 場 説 明          ■ 不要 

□ 要  （  月  日  時  分  場所 ） 

 ７ 概  要 

「子どもの社会的スキル横浜プログラム」のうち、「Y-Pアセスメン

ト」（以下、「アセスメント」と言う。）について、児童生徒が直接タ

ブレットを使ってアンケートに回答する方法を整理しマニュアル化し

た上で、その結果を自動で読みこむプログラムをアセスメントに実装

する。また、全校のデータから自動で中期計画及び第４期横浜市教育

振興基本計画の指標を算出するアセスメント情報処理プログラムの作

成および一部アセスメントの改訂を実施する。 
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  ８ 部 分 払   

□ す る （    回以内） 

■ しない

 部 分 払 の 基 準            

業 務 内 容        

履  行 

予定月
数  量 単 位 単 価 金 額

※単価及び金額は消費税及び地方消費税相当額を含まない金額

※概算数量の場合は、数量及び金額を（ ）で囲む。

  代 金 

￥  

  内  訳      業 務 価 格        

 ￥  

   消費税及び地方消費税相当額 

 ￥ 
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内     訳     書  

名   称
形状寸法

等
数  量 単位 単価（円） 金額（円） 摘   要

Y-Pアセスメン
トCBT化

主任研

究員 

3 日 

研究員 14 日 

Y-Pアセスメン
ト情報処理プ
ログラム作成

主任研

究員 

2 日 

研究員 10 日 

Y-Pアセスメン
ト改訂

主任研

究員 

1 日 

研究員 4 日 

打合せ記録の
作成 

主任研

究員 

2 日 

研究員 2 日 

交通費 1 式 

雑費 1 式 

小 計 

消費税 

合 計 

※ 概算数量の場合は、数量及び金額を（ ）で囲む
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「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向け Y-P アセス

メント情報処理プログラム作成等業務委託 仕様書 

 

１ 目的 

「子どもの社会的スキル横浜プログラム（以下、「横浜プログラム」という。）」は、     

子どもがコミュニケーション能力や人間関係を築く力を育むために、横浜市教育委員会

が開発した指導プログラムである。横浜プログラムは、子どもたちがいじめ問題や日常生

活の様々な 問題を自らの力で解決できるよう年齢相応の社会的スキルを育成すること

を目的に開発した「指導プログラム」と、学級や個人の社会的スキルの育成の状況を把握

し、改善の方法を探る「Y-Pアセスメント」から構成されている。 

「Y-P アセスメント」については、令和４年度より、全校に対し年２回以上の実施を必

須とし、中期計画及び第４期横浜市教育振興基本計画の指標として採用されている。今回

全校、複数回実施を決定したことが、教育現場への単純な負担増とならないよう、児童生

徒が直接タブレットを使ってアンケートに回答し、その結果を自動で読みこむプログラ

ムをアセスメントシートに実装する。また、効率的に指標算出を行うため、全校のデータ

から自動で本指標を算出するアセスメント情報処理プログラムの作成を行う。加えて、本

指標に合わせ、一部アセスメントの改訂も実施する。 

 

２ 業務委託期間 

契約締結日から令和６年３月 31日まで 

 

３ 児童生徒向け Y-Pアセスメントシートについて 

(1) 各学級の児童生徒に「学校生活についてのアンケート」を実施 

(2) 個々の児童生徒のアンケートデータを「 Y-Pアセスメントシート（MS-Excel）」に入

力する。 

(3) (2)の入力により、「学級分布図」及び「個人プロフィール表」が生成される。 

(4) 「学級分布図」において、各学級の児童生徒は、２軸（X 軸：学校のあなたの様子に

関すること（仲間づくりスキル）、Y軸：自分自身に関すること（自分づくりスキル）、）

の空間に作られる４象限（第一象限：高自己評価群、第二象限：マイペース群、第三象

限：低自己評価群、第四象限：対人過敏群）に配置される。この「学級分布図」により、

個々の児童生徒の社会的スキルの傾向をつかみ、課題を把握、学級及び個々の児童生徒

についての理解を深める。 

(5) 児童生徒個人のデータを把握できる「個人プロフィール表」においては、アンケート

の得点から算出した「YP尺度（自己効力感、自尊感情、自己表現、共感配慮について示

したもの）」、「参考指標（学級居心地感、かかわり、心配傾向について示したもの）」、

「個人レーダーチャート」、「学級分布図での位置」、「回答データ」について表示する。

この「個人プロフィール表」により、「学級分布図」では見えてこない児童生徒一人ひ

とりの偏りや心情について理解し、子ども像を立体的にとらえる助けとするとともに

支援策を見出すための材料とする。 
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(6) 令和４年度より「Y-P アセスメント」については、全校に対し年２回以上の実施を必

須とし、中期計画及び第４期横浜市教育振興基本計画の指標として採用されている。指

標（以下、「計画指標」）として採用されているのは以下の数値である。 

①自分づくりと仲間づくりの合計値が上昇した学級の割合（学級） 

②日本語支援の必要な子どもで、自分づくりと仲間づくりの合計値が上昇した割合（個

人） 

(7)現在の「 Y-Pアセスメントシート（MS-Excel）」は、ver.7である。 

 

４ 業務委託内容 

(1)  Y-Pアセスメント CBT化 

 ア 教員のデータ入力作業の効率化に向けた検討 

アンケートはこれまで紙で行われてきたが、既に ICT に長けた一部教員は、

Google フォーム等の既存サービスを活用し、児童生徒にタブレットでアンケート

を取っている。その手法に関するヒアリングを実施する等の調査を行い、既存の横

浜市教育委員会事務局が用意可能な ICT システムの中で全ての教員がタブレット

でのアンケートを実施できる方法を検討し、委託者へ提案を行うこと。提案内容が

委託者から承諾された後、次項イの対応を行うこと。なお、ヒアリングを行う教員

については委託者が決定し対象者への承諾を得、受託者に連絡先を提供する。その

後のヒアリングの調整等は受託者が行うこと。 

  イ Y-P アセスメントシートに１人１台端末で入力されたアンケートデータの読み込

み機能を実装 

 タブレット入力で得られる各児童生徒のアンケートの回答結果を、自動で読み込

めるプログラムを既存アセスメントシートに実装すること。または、既存の「Y-P ア

セスメント」データは、エクセルで作成されているが、前述の４-(3)-アにより、エ

クセル以外のプログラムでの作成が妥当と判断された場合は、新たな「Y-P アセス

メント」を委託者にて提案すること。その実装については、後の課題とするため、

本委託では実施しない。なお、本プログラムは基本情報技術者または応用情報技術

者以上の資格を持つ者が作成すること。 

また、児童にタブレット入力をしてもらい、そのデータを「Y-P アセスメント」

のエクセルデータに反映するまでの一連の作業のマニュアル（以下、「CBT マニュ

アル」）を作成すること。CBTマニュアルについては、ICTに精通していない学校の

教員が理解できるように作成すること。 

(2) Y-Pアセスメント情報処理プログラム作成 

ア 指標の算出を行う情報処理プログラムの作成 

 教員から送付される「Y-P アセスメント」のエクセルデータ（およそ 485 校分）

を自動で読み込み、計画指標を自動算出し、同時に Excelファイルを結合したデー

タセットを自動出力するプログラムを作成すること。プログラム開発の際は、必ず

横浜市教育委員会の ICT環境で作動するかの確認を行うこと。なお、本プログラム

は、ICT に精通していない横浜市教育委員会事務局の職員が利用し、計画指標の算
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出を行うことから、プログラムの操作方法のマニュアル（以下、「プログラムマニュ

アル」）も同時に作成すること。また、定期的なメンテナスのため、作成事業者以外

の業者でもメンテナンスが可能なように、プログラムの構造などを明記した説明書

も作成すること。プログラムマニュアルと説明書は、いずれも受託者から委託者に

提案を行い、協議の上、作成する。なお、本プログラムは基本情報技術者または応

用情報技術者以上の資格を持つ者が作成すること。 

※プログラムは、アセスメントシート ver.6～ver8の Excelファイルを自動で読み

込み、計画指標を算出できるものとすること。 

(3) Y-Pアセスメント改訂 

   以下３項目を改訂し、ver.8のアセスメントシートに改訂すること。なお、本アセ

スメント改訂は、これまでに心理関連のアセスメントや調査の情報処理を行ったこ

とがある者が行うこと。 

ア 学年別尺度得点基準の改訂 

  現行の Y-P アセスメントシートでは、上記 Y-P 尺度及び参考指標において、過去

の回答分布から、２学年ごとに一定の基準を作成し、その基準と各児童生徒の回答結

果を比較することで、社会的スキルの育成状況を把握している。しかし、より正確に

児童生徒の社会的スキルの育成の状況を把握するには、１学年ごとの基準を作成す

る必要がある。 

  受託者は、委託者から提供する「アセスメント尺度得点等算出説明書」を参照し、

各学年の基準について検討するための基礎資料を委託者と協議の上、各学年に適し

た尺度得点基準を確定すること。その上で、その尺度得点基準を Y-Pアセスメントに

反映し、シート全体を改訂すること。また、提供したアセスメント尺度得点算出説明

書を改訂すること。 

イ 日本語指導が必要な児童生徒の記録に関する改訂 

計画指標では、Y-Pアセスメントで算出される「日本語指導が必要な児童生徒のう

ち、自尊感情や共感・配慮等の合計値が上昇した割合」を指標としているため、「日

本語指導が必要な児童生徒」を判別するための項目をアセスメントシートに新たに

追加すること。 

  ウ その他 

前述ア及びイの改定に加え、委託者が指示するアセスメントシートのレイアウト等

に関する改訂を行う。 

(4) 打合せ記録の作成 

受託者は、委託者との打合せの際に、その記録を作成するものとする。 

 

５ 横浜市教育委員会から提供するデータ 

(1) Y-Pアセスメントを行う際、児童生徒が回答する「学校生活についてのアンケート調

査票」（児童生徒の年齢段階に応じた２種類） ※提供するのは Ver.6と Ver.7 

(2) 現行の「Y-Pアセスメントシート（MS-Excel）」（児童生徒の年齢段階に応じた３種類）

※提供するのは Ver.6と Ver.7 
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(3) 本市児童生徒に関するデータ ※契約締結後に提供 

上記(1)のアンケート調査票入力データ（MS-Excel）【令和４年度実施分：およそ 485

校の小・中学校各学年の入力データ（各校平均 500人程度を想定） ※個人情報消去後

のデータ（各入力データファイルは１学級単位（上限 40人）１学年単位で、学年・性

別が分かるもの）】）※現在は Ver.7 だが、Ver.6 などで提出してくる学校もあるため、

Ver.6と Ver.7のいずれかとなる。 

(4) 現バージョン（Ver.7）のアセスメント尺度得点算出説明書 

(5) その他、横浜プログラムにかかる資料 等 

※上記(1)(2)については、横浜市 Webページからダウンロード可能 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/plankoho/yokohama-program.html 

 

６ 納品物 

(1) 受託者は、下記ファイルが収録された媒体（DVD 等）を契約期日までに委託者に納品

すること。 

ア CBTマニュアル 

イ アセスメント情報処理プログラム 

ウ プログラムマニュアル 

エ プログラム説明書 

オ Y-Pアセスメントシート ver.8（MS-Excel形式）（改訂版かつ CBT化対応版） 

カ 改訂版アセスメント尺度得点等説明書 

(2) 各電子ファイルは、編集可能なファイル形式で納品すること。 

(3) 納品前に委託者の確認を受け、修正を指示した場合は、受託者が修正すること。 

(4) 本委託業務で作成した成果物の著作権は、すべて委託者に帰属する。 

 

７ 業務スケジュール（想定） 

№ 作業項目 日 程 

１ 契約締結 令和５年７月下旬 

２ 

教員のデータ入力作業の効率化 

に向けた検討によるCBT化の方 

針決定 

令和５年10月下旬 

３ 学年別尺度得点基準の確定 令和５年11月上旬 

４  納品物納品 令和６年３月31日 

※詳細スケジュールは、契約締結後、委託者と受託者で協議のうえ決めることとする。 
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８ 支払方法 

業務完了払（１回払） 

 

９ 問い合わせ先 

横浜市教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 担当：土井・高橋 

電 話 ：０４５－６７１－３２９６（ 直 通 ） 

ＦＡＸ：０４５－６７１－１２１５ 

  E-mail:ky-jinkenjidoseito@city.yokohama.jp 
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ばん
男
だん

・女
じょ

学校
がっこう

せいかつについてのアンケート

小学校
しょうがっこう

１年生
ねんせい

～２年生用
ねんせいよう

〈れい〉

「うんどうすることがすきです」という

しつもんに、さいしょ「どちらともいえ

ない」をえらび、あとから「そうおも

う」にかえたばあい。

　このアンケートは、みなさんが がっこうせいかつについて どのように かんじている

かに ついて しつもんします。これは テスト
て す と

では ありませんから、ただしい こたえや

まちがいは ありませんので、あんしんして こたえてください。

　また、しつもんに こたえるときは、ひとつに ついて あまり かんがえすぎないで、

じぶんの おもったとおり、かんじたとおりに きらくな きもちで こたえてください。

　もし まちがえたときは、けしゴム
ご む

を つかわず、したの れいのように かきなおして

ください。

うんどうすることがすきです。

しょうがっこう

ねん　　　　くみ

なまえ
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１

ぜ
ん
ぜ
ん
そ
う
お
も
わ
な
い

２

そ
う
お
も
わ
な
い

３

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４

そ
う
お
も
う

５

と
て
も
そ
う
お
も
う

① 1 2 3 4 5

② 1 2 3 4 5

③ 1 2 3 4 5

④ 1 2 3 4 5

⑤ 1 2 3 4 5

⑥ 1 2 3 4 5

⑦ 1 2 3 4 5

⑧ 1 2 3 4 5

⑨ 1 2 3 4 5

⑩ 1 2 3 4 5

⑪ 1 2 3 4 5

⑫ 1 2 3 4 5

　じぶんのことに ついて、あてはまるとおもう こたえの

すうじに ○を つけてください。

１２の しつもん ぜんぶに こたえてください。

わたしは、ともだちや クラス
く ら す

のひとの やくにたっていると

おもいます。

わたしには、とくいなことが あります。

わたしは、じぶんのことが すきです。

わたしには、いろいろな よいところが あります。

わたしが がんばって べんきょうすれば、べんきょうが もっと

できるように なるとおもいます。

わたしは、じぶんで きめたことは、じょうずに できないことが

あっても、さいごまで がんばります。

ともだちが できることは、わたしでも、だいたい できると

おもいます。

わたしは、むずかしそうな ことでも、とにかく やってみようと

おもいます。

わたしは、クラス
く ら す

の ともだちと いっしょにいると たのしいです。

わたしは、クラス
く ら す

の ともだちに だいじに されています。

わたしは、いまの クラス
く ら す

が すきです。

わたしは、いまの クラス
く ら す

になって よかったと おもっています。

つぎの ページに すすんでください。

15



１

ま
っ

た
く
で
き
な
い

２

で
き
な
い

３

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４

で
き
る

５

い
つ
も
で
き
る

① 1 2 3 4 5

② 1 2 3 4 5

③ 1 2 3 4 5

④ 1 2 3 4 5

⑤ 1 2 3 4 5

⑥ 1 2 3 4 5

⑦ 1 2 3 4 5

⑧ 1 2 3 4 5

⑨ 1 2 3 4 5

⑩ 1 2 3 4 5

⑪ 1 2 3 4 5

⑫ 1 2 3 4 5

がっこうでの あなたの ようすについて、あてはまると

おもうこたえの すうじに ○を つけてください。

１２の しつもんぜんぶに こたえてください。

わたしは、クラスで なにかを きめるとき、かんがえたことを

どんどんいうことが できます。

わたしは、ともだちを あそびに さそうことが できます。

わたしは、ともだちが しっぱいしたり、おちこんだり しているとき、

なぐさめたり はげましたり できます。

わたしは、じぶんの いやなことは、はっきり ことわることが できま

す。

わたしは、せんせいや ともだちの はなしで

わからないことがあれば、しつもんすることが できます。

わたしは、よろこんでいる ともだちと いっしょに よろこぶことが

できます。

わたしは、じぶんが わるいと おもったとき、

じぶんから あやまることが できます。

わたしは、ともだちと いけんが ちがっていても、じぶんのいけんを

いうことができます。

しつもんは これで おわりです。

かいてないところが ないか たしかめてください。

わたしは、ともだちの はなしを さいごまで きくことが できます。

わたしは、ともだちに なにかを たのむとき、

あいての きもちを かんがえて たのむことが できます。

わたしは、ともだちが はなしたり あそんだり しているところに、

はいっていくことが できます。

わたしは、ほかの ひとのことを かんがえて、じぶんの きもちを

がまんすることが できます。

わたしは・・・
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クラスにひとこと

せんせいにひとこと

～こんなクラスにしたい！こんなクラスだったらなあ～

17



１

全
然

ぜ
ん
ぜ
ん

そ
う
思
わ
な
い

２

そ
う
思
わ
な
い

３

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４

そ
う
思
う

５

と
て
も
そ
う
思
う

① 1 2 3 4 5

番
ばん 男

だん
・女
じょ

学校生活
がっこうせいかつ　　

についてのアンケート

小学校
しょうがっこう

３年生
ねんせい

～中学校
ちゅうがっこう

３年生用
ねんせいよう

このアンケートは、みなさんが学校
がっこう

生活
せいかつ

についてどのように感
かん

じているかについて質問
しつもん

します。これはテストではありませんから、正
ただ

しい答
こた

えや間違
まちが

いはありませんので、安
あ

心
んしん

して答
こた

えてください。

　また、質問
しつもん

に答
こた

えるときは、一
ひと

つについて深
ふか

く考
かんが

え込
こ

まないで、自分
じぶん

の思
おも

ったとお

り、感
かん

じたとおりに気楽
き ら く

な気持
き も

ちでこたえてください。

　もし間違
まちが

えたときは、消
け

しゴムを使
つか

わず、下
した

の例
れい

のように書
か

き直
なお

してください。

〈例
れい

〉

「運動
うんどう

することが好
す
きです」という質問

しつもん

に、最初
さいしょ

「どちらともいえない」を選
えら

び、後
あと

から「そう思
おも

う」に変
か
えた場合

ばあい
。

運動
うんどう

することが好
す

きだ。

学校
がっこう

年
ねん

　　　　組
くみ

名前
なまえ
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１

全
然

ぜ
ん
ぜ
ん

そ
う
思お

も

わ
な
い

２

そ
う
思お

も

わ
な
い

３

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４

そ
う
思お

も

う

５

と
て
も
そ
う
思お

も

う

① 1 2 3 4 5

② 1 2 3 4 5

③ 1 2 3 4 5

④ 1 2 3 4 5

⑤ 1 2 3 4 5

⑥ 1 2 3 4 5

⑦ 1 2 3 4 5

⑧ 1 2 3 4 5

⑨ 1 2 3 4 5

⑩ 1 2 3 4 5

⑪ 1 2 3 4 5

⑫ 1 2 3 4 5

⑬ 1 2 3 4 5

⑭ 1 2 3 4 5

　あなた自身
じ し ん

のことについて、当
あ

てはまると思
おも

う答
こた

えの

数字
す う じ

に○をつけてください。

１4の質問
しつもん

全
すべ

てに答
こた

えてください。

わたしは、自分
じぶん

で決
き

めたことは、うまくいかないことがあっても、最後
さいご

までがんばります。

わたしは、友
とも

だちやクラスの人
ひと

の役
やく

に立
た

っています。

わたしは、何
なに

かをするとき、うまくいかないのではないかと心配
しんぱい

するこ

とが多
おお

いです。

わたしは、自分
じぶん

のことを大切
たいせつ

な人
ひと

だと思
おも

います。

わたしは、自分
じぶん

のことが好
す

きです。

わたしは、いやなことに挑戦
ちょうせん

しないで、逃
に

げだしてしまうことがよくあ

ります。

わたしには、いろいろな良
よ

いところがあります。

わたしががんばって勉強
べんきょう

すれば、わたしの成績
せいせき

は、良
よ

くなります。

わたしは、友
とも

だちの言
い

いなりになってしまうことがあります。

わたしは、難
むずか

しそうなことでも、とにかくやってみます。

わたしは、クラスの友
とも

だちと一緒
いっしょ

にいると楽
たの

しいです。

わたしは、クラスの友
とも

だちに大切
たいせつ

にされています。

わたしは、今
いま

のクラスが気
き

に入
い

っています。

次
つぎ

のページに進
すす

んでください。

わたしは、このクラスになって良
よ

かったと思
おも

っています。
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１

全
く

ま
っ
た

で
き
な
い

２

で
き
な
い

３

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

４

で
き
る

５

い
つ
も
で
き
る

① 1 2 3 4 5

② 1 2 3 4 5

③ 1 2 3 4 5

④ 1 2 3 4 5

⑤ 1 2 3 4 5

⑥ 1 2 3 4 5

⑦ 1 2 3 4 5

⑧ 1 2 3 4 5

⑨ 1 2 3 4 5

⑩ 1 2 3 4 5

⑪ 1 2 3 4 5

⑫ 1 2 3 4 5

学校
がっこう

でのあなたの様子
よ う す

について、あてはまると思
おも

う答
こた

え

の数字
す う じ

に○をつけてください。

１２の質問
しつもん

すべてに答
こた

えてください。

わたしは、クラスで何か
なに　

を決
き

めるとき、アイディアをたくさん出
だ

すこと

ができます。

わたしは、友
とも

だちを遊
あそ

びにさそうことができます。

わたしは、友
とも

だちが失敗
しっぱい

したり、落
お

ちこんだりしているとき、はげまし

たりなぐさめたりできます。

わたしは、自分
じぶん

がいやなことは、はっきりと断
ことわ

ることができます。

わたしは、他
ほか

の人
ひと

の話
はなし

で分
わ

からないことがあれば、上手
じょうず

に質問
しつもん

すること

ができます。

わたしは、喜
よろこ

んでいる友
とも

だちといっしょに喜
よろこ

ぶことができます。

わたしは、自分
じぶん

が悪
わる

いと思
おも

ったとき、自分
じぶん

からあやまることができま

す。

わたしは、他
ほか

の人
ひと

と意見
いけん

が違
ちが

っていても、自分
じぶん

の意見
いけん

を言
い

うことができ

ます。

質問
しつもん

はこれで終
お

わりです。

記入
きにゅう

もれがないかないか確認
かくにん

してください。

わたしは、友
とも

だちの話
はなし

を最後
さいご

まで聞
き

くことができます。

わたしは、友
とも

だちに何
なに

かを頼
たの

むとき、相手
あいて

の気持
き も

ちを考
かんが

えて頼
たの

むことが

できます。

わたしは、友
とも

だちが話
はな

したり遊
あそ

んだりしているところに、入
はい

っていくこ

とができます。

わたしは、他
ほか

の人
ひと

のことを考
かんが

えて、自分
じぶん

の気持
き も

ちをがまんすることがで

きます。

わたしは・・・

20



クラスにひとこと

先生にひとこと

～こんなクラスにしたい！こんなクラスだったらなあ～

21



STEP１
学級風土チェック入力

STEP２
児童アンケート入力

STEP3
結果の出力

RGB0,51,102

RGB0,51,102

RGB0,51,102

22



学年
組

性別

公
正

寛
容

自
己
表
現

配
慮

課
題
遂
行

合
意
形
成

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

風土まとめ合計

自分づくり 集団づくり

Ｂ項目
仲間づくりスキル

Ａ項目
自分づくりスキル

　　　　個人アセスメント入力シート１回目

ＮＯ 氏名
仲間づくり

性別

メニューへ戻る

23



② ③

◎ ：十分に達成している △ 無印　：学級の全体的印象は、おおむね達成。子どもについては、思い浮かばない。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

観
察
者

具体の視点
◎～△印

社会的スキルと関連
づけた観点
◎～△印

学
級
の
全
般

的
印
象

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③
まとめ

1回目

観察者①学級風土チェックまとめシート

：困り感がある、または課題がある

友達の気持ちを推
しはかって行動が
できる（⑫～⑯）

集団の課題・目標
を達成するために
話し合いを進めて
いる（⑱）

互いのよさや違い
を認め、尊重して
いこうとする（③
④）

友達との明快なコ
ミュニケーション
がとれる（⑤～
⑪）

実施日

課題記入欄

集
団
づ
く
り

Ｅ
課題遂行

グループの目的や
課題解決に意欲を
もつ

Ｆ
合意形成

意見や感情の違い
を認めながら、集
団の意見をまとめ
ようとする

みんなの意見を上
手に取り入れて話
し合いの調整をし
ている（⑰）

仲
間
づ
く
り

Ｃ
自己表現
（含かかわ

り）

率直かつ適切な意
志の伝達や感情交
流がある

Ｄ
配慮

思いやりのある言
動・行動が自然に
現れる

よいことはよい、
悪いことは悪いと
言える雰囲気があ
る

Ｂ
寛容

（自尊感情）

失敗や意見の違い
を温かく認め、包
み込んでいこうと
する雰囲気がある

学級風土の状況

観察の視点

場の雰囲気や人の
意見に流されず、
自分の意見や感じ
方を表明できる
（①②）自

分
づ
く
り

Ａ
公正

（自己効力
感）

メニューへ戻る

24



自
分
づ
く
り

（
縦
軸

）

仲
間
づ
く
り

（
横
軸

）

自
己
効
力
感

全体平均

男子平均

女子平均

第３回第２回

自
分
づ
く
り

（
縦
軸

）

仲
間
づ
く
り

（
横
軸

）

自
己
効
力
感

自
尊
感
情

自
己
表
現

共
感
・
配
慮

共
感
・
配
慮

自
己
表
現

学級平均

第１回

自
分
づ
く
り

（
縦
軸

）

自
己
効
力
感

自
尊
感
情

自
己
表
現

共
感
・
配
慮

仲
間
づ
く
り

（
横
軸

）

自
尊
感
情

25



全体平均

女子平均

男子平均

仲
間
づ
く
り

（
横
軸

）

自
己
効
力
感

自
尊
感
情

自
己
表
現

共
感
・
配
慮

自
己
効
力
感

自
尊
感
情

自
己
表
現

共
感
・
配
慮

自
己
効
力
感

自
尊
感
情

自
己
表
現

共
感
・
配
慮

仲
間
づ
く
り

（
横
軸

）

自
分
づ
く
り

（
縦
軸

）

自
分
づ
く
り

（
縦
軸

）

仲
間
づ
く
り

（
横
軸

）

自
分
づ
く
り

（
縦
軸

）

学級平均

第１回 第２回 第３回

26



年組 No. 1 〔氏名〕 〔性別〕

小Ⅰ 小Ⅱ 小Ⅲ 合　計　Ⅰ 合　計　Ⅱ 合　計　Ⅲ

－ － － － － －

参
考
指
標

学級分布図での位置個人レーダーチャート

プロフィール表

回答データ（自分づくり）

回答データ（仲間づくり）

自
分
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

0 1 2 3 4 5

自己効力感

自尊感情

自己表現

共感・配慮

学級居心地感

かかわり

－

１回目 ２回目 ３回目

8

32

12 47

自
分
づ
く
り

仲間づくり・集団づくり

0 1 2 3 4 5

2_とくいなことがある

5_がんばればできる

6_さいごまでがんばれる

8_むずかしいこともやってみる

自己効力感
0 1 2 3 4 5

3_じぶんがすき

4_いろいろなよいところがある

7_だいたいできる

10_クラスでだいじにされている

自尊感情

0 1 2 3 4 5

1_かんがえをどんどんいえる

2_あそびにさそえる

4_はっきりことわれる

5_しつもんできる

8_じぶんのいけんをいえる

11_ともだちのところにはいれる

自己表現
0 1 2 3 4 5

3_ともだちをはげませる

6_いっしょによろこぶ

7_あやまることができる

9_さいごまできくことができる

10_たのむことができる

12_がまんすることができる

共感・配慮

0 1 2 3 4 5

9_ともだちといっしょがたのしい

10_クラスでだいじにされている

11_いまのクラスがすき

12_このクラスになってよかった

学級居心地感

回答データ（参考指標）

0 1 2 3 4 5

2_あそびにさそえる

3_ともだちをはげませる

6_いっしょによろこぶ

11_ともだちのところにはいれる

かかわり

0

1

2

3

4

5

自己効力感

自尊感情

自己表現共感・配慮

学級居心地感

１回目

２回目

３回目

Y
P
尺
度

参
考
指
標

27



◎ △

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

具体の視点
◎～△印

社会的スキルと関連
づけた観点
◎～△印

学
級
の
全

般
的
印
象

Ａ
公正

（自己効力感）

よいことはよい、悪い
ことは悪いと言える雰
囲気がある

場の雰囲気や人の意見に
流されず、自分の意見や
感じ方を表明できる（①
②）

Ｂ
寛容

（自尊感情）

失敗や意見の違いを温
かく認め、包み込んで
いこうとする雰囲気が
ある

互いのよさや違いを認
め、尊重していこうとす
る（③④）

Ｃ
自己表現

（含かかわり）

率直かつ適切な意志の
伝達や感情交流がある

友達との明快なコミュニ
ケーションがとれる（⑤
～⑪）

Ｄ
配慮

思いやりのある言動・
行動が自然に現れる

友達の気持ちを推しは
かって行動ができる（⑫
～⑯）

Ｅ
課題遂行

グループの目的や課題
解決に意欲をもつ

集団の課題・目標を達成
するために話し合いを進
めている（⑱）

Ｆ
合意形成

意見や感情の違いを認
めながら、集団の意見
をまとめようとする

みんなの意見を上手に取
り入れて話し合いの調整
をしている（⑰）

複数の教師のチェックシー
トを集めて、「学級風土
チェックまとめシート」入
力画面に入力し、印刷しま
す。
印刷した「学級風土チェッ

クまとめシート」を使って
話し合います。

観察者が普段感じている
「学級の全般的印象印象」につ
いて
Ａ～Ｆの観点毎に、
＜◎：十分に達成している＞
＜無印：概ね達成している＞
＜△：困り感がある＞
の３段階でチェックします。

手順１ 手順２ 手順３

課題記入欄

手順４実施手順

「学級風土チェックまとめシート」
入力画面で、まとめ欄に最終評価を
記入し、学級課題欄に、課題と思わ
れることを記入します。（まとめ欄
に最終チェックを入力しないと、個
人プロフィール表に反映されませ
ん）

集
団
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

：困り感、または課題がある

自
分
づ
く
り

無印：おおむね達成（子どもについては、思い浮かばない）

・複数の教師がそれぞれチェックを行った後に話
し合う場合は、１、２、３、４の手順で行います。
・複数の教師がその場で話し合ってチェックを行
う場合は、１、２、４の順で行います。

手順１が終えたら、Ａ～Ｆの観点毎に
＜十分に達成している＞＜困り感がある
＞と直感的に思い浮かぶ子どもについ
て、それぞれ◎、△をつけます。
すぐに名前が思い浮かばない子どもにつ
いては無印です。
（このチェックシートを一人で行う場合
は、概ね１０分～１５分の時間で終えて
下さい。）

学級風土の状況

観察の視点

( )回目 観察者名（ ） ：十分に達成している

28



STEP１
学級風土チェック入力

STEP２
児童アンケート入力

STEP3
結果の出力

RGB0,51,102

RGB0,51,102

RGB0,51,102

29



学年 小３
組

性別

公
正

寛
容

自
己
表
現

配
慮

課
題
遂
行

合
意
形
成

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

集団づくり

　　　　個人アセスメント入力シート１回目
風土まとめ合計

自分づくり

Ａ項目
自分づくりスキル

C項目
学級居心地感

Ｂ項目
仲間づくりスキル

ＮＯ 氏名
仲間づくり

性別

メニューへ戻る
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② ③

◎ ：十分に達成している △ 無印　：学級の全体的印象は、おおむね達成。子どもについては、思い浮かばない。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

観
察
者

具体の視点
◎～△印

社会的スキルと関連
づけた観点
◎～△印

学
級
の
全
般

的
印
象

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③
まとめ

1回目

観察者①学級風土チェックまとめシート

：困り感がある、または課題がある

友達の気持ちを推
しはかって行動が
できる（⑫～⑯）

集団の課題・目標
を達成するために
話し合いを進めて
いる（⑱）

互いのよさや違い
を認め、尊重して
いこうとする（③
④）

友達との明快なコ
ミュニケーション
がとれる（⑤～
⑪）

実施日

課題記入欄

集
団
づ
く
り

Ｅ
課題遂行

グループの目的や
課題解決に意欲を
もつ

Ｆ
合意形成

意見や感情の違い
を認めながら、集
団の意見をまとめ
ようとする

みんなの意見を上
手に取り入れて話
し合いの調整をし
ている（⑰）

仲
間
づ
く
り

Ｃ
自己表現
（含かかわ

り）

率直かつ適切な意
志の伝達や感情交
流がある

Ｄ
配慮

思いやりのある言
動・行動が自然に
現れる

よいことはよい、
悪いことは悪いと
言える雰囲気があ
る

Ｂ
寛容

（自尊感情）

失敗や意見の違い
を温かく認め、包
み込んでいこうと
する雰囲気がある

学級風土の状況

観察の視点

場の雰囲気や人の
意見に流されず、
自分の意見や感じ
方を表明できる
（①②）自

分
づ
く
り

Ａ
公正

（自己効力
感）

メニューへ戻る
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40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

小３年組

データ未入力有：
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40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

小３年組

データ未入力有： 33



小３年組 No. 1 〔氏名〕 〔性別〕

小Ⅰ 小Ⅱ 小Ⅲ 合　計　Ⅰ 合　計　Ⅱ 合　計　Ⅲ

学級分布図での位置

回答データ（仲間づくり）

参
考
指
標

個人レーダーチャート

プロフィール表

回答データ（自分づくり）

自
分
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

0 1 2 3 4 5

自己効力感

自尊感情

自己表現

共感・配慮

学級居心地感

かかわり

心配傾向

１回目 ２回目 ３回目

8

26

12 45

自
分
づ
く
り

仲間づくり・集団づくり

0 1 2 3 4 5

1_うまくいかなくても最後まで頑張る

2_人の役に立っている

8_頑張れば成績は良くなる

10_とにかくやってみる

自己効力感

0 1 2 3 4 5

4_自分を大切だと思う

5_自分が好きだ

7_いろいろなよいところがある

自尊感情

0 1 2 3 4 5

3_うまくいかないかと心配

6_にげだしてしまう

9_いいなりになる

心配傾向

0 1 2 3 4 5

1_アイデアを出せる

2_遊びに誘える

4_いやなときははっきり断れる

5_わからなければ上手に質問できる

8_人と違っていても意見が言える

11_友達の話に入れる

自己表現
0 1 2 3 4 5

3_励ましたりなぐさめたりできる

6_一緒に喜ぶことができる

7_悪いと思ったら謝れる

9_最後まで話を聞くことができる

10_相手の気持ちを考えて頼む

12_他の人の気持ちを考え我慢できる

共感・配慮

0 1 2 3 4 5

11_クラスの友達と一緒で楽しい

12_クラスの友達に大切にされる

13_クラスが気に入っている

14_このクラスになってよかった

学級居心地感

回答データ（参考指標）

0 1 2 3 4 5

2_遊びに誘える

3_励ましたりなぐさめたりできる

6_一緒に喜ぶことができる

11_友達の話に入れる

かかわり

0

1

2

3

4

5
自己効力感

自尊感情

自己表現共感・配慮

学級居心地

感

１回目

２回目

３回目

Y
P
尺
度

参
考
指
標
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◎ △

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

具体の視点
◎～△印

社会的スキルと関連
づけた観点
◎～△印

学
級
の
全

般
的
印
象

Ａ
公正

（自己効力感）

よいことはよい、悪い
ことは悪いと言える雰
囲気がある

場の雰囲気や人の意見に
流されず、自分の意見や
感じ方を表明できる（①
②）

Ｂ
寛容

（自尊感情）

失敗や意見の違いを温
かく認め、包み込んで
いこうとする雰囲気が
ある

互いのよさや違いを認
め、尊重していこうとす
る（③④）

Ｃ
自己表現

（含かかわり）

率直かつ適切な意志の
伝達や感情交流がある

友達との明快なコミュニ
ケーションがとれる（⑤
～⑪）

Ｄ
配慮

思いやりのある言動・
行動が自然に現れる

友達の気持ちを推しは
かって行動ができる（⑫
～⑯）

Ｅ
課題遂行

グループの目的や課題
解決に意欲をもつ

集団の課題・目標を達成
するために話し合いを進
めている（⑱）

Ｆ
合意形成

意見や感情の違いを認
めながら、集団の意見
をまとめようとする

みんなの意見を上手に取
り入れて話し合いの調整
をしている（⑰）

複数の教師のチェックシー
トを集めて、「学級風土
チェックまとめシート」入
力画面に入力し、印刷しま
す。
印刷した「学級風土チェッ

クまとめシート」を使って
話し合います。

観察者が普段感じている
「学級の全般的印象印象」につ
いて
Ａ～Ｆの観点毎に、
＜◎：十分に達成している＞
＜無印：概ね達成している＞
＜△：困り感がある＞
の３段階でチェックします。

手順１ 手順２ 手順３

課題記入欄

手順４実施手順

「学級風土チェックまとめシート」
入力画面で、まとめ欄に最終評価を
記入し、学級課題欄に、課題と思わ
れることを記入します。（まとめ欄
に最終チェックを入力しないと、個
人プロフィール表に反映されませ
ん）

集
団
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

：困り感、または課題がある

自
分
づ
く
り

無印：おおむね達成（子どもについては、思い浮かばない）

・複数の教師がそれぞれチェックを行った後に話
し合う場合は、１、２、３、４の手順で行います。
・複数の教師がその場で話し合ってチェックを行
う場合は、１、２、４の順で行います。

手順１が終えたら、Ａ～Ｆの観点毎に
＜十分に達成している＞＜困り感がある
＞と直感的に思い浮かぶ子どもについ
て、それぞれ◎、△をつけます。
すぐに名前が思い浮かばない子どもにつ
いては無印です。
（このチェックシートを一人で行う場合
は、概ね１０分～１５分の時間で終えて
下さい。）

学級風土の状況

観察の視点

( )回目 観察者名（ ） ：十分に達成している
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STEP１
学級風土チェック入力

STEP２
生徒アンケート入力

STEP3
結果の出力

RGB0,51,102

RGB0,51,102

RGB0,51,102
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学年 中１
組

性別

公
正

寛
容

自
己
表
現

配
慮

課
題
遂
行

合
意
形
成

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 性別 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

1 男 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 男 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

ＮＯ 氏名
仲間づくり

性別

Ｂ項目
仲間づくりスキル

　　　　個人アセスメント入力シート１回目
風土まとめ合計

自分づくり

Ａ項目
自分づくりスキル

C項目
学級居心地感

集団づくり

メニューへ戻る
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② ③

◎ ：十分に達成している △ 無印　：学級の全体的印象は、おおむね達成。子どもについては、思い浮かばない。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

観
察
者

具体の視点
◎～△印

社会的スキルと関連
づけた観点
◎～△印

学
級
の
全
般

的
印
象

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③

まとめ

①

②

③
まとめ

よいことはよい、
悪いことは悪いと
言える雰囲気があ
る

Ｂ
寛容

（自尊感情）

失敗や意見の違い
を温かく認め、包
み込んでいこうと
する雰囲気がある

学級風土の状況

観察の視点

場の雰囲気や人の
意見に流されず、
自分の意見や感じ
方を表明できる
（①②）自

分
づ
く
り

Ａ
公正

（自己効力
感）

仲
間
づ
く
り

Ｃ
自己表現
（含かかわ

り）

率直かつ適切な意
志の伝達や感情交
流がある

Ｄ
配慮

思いやりのある言
動・行動が自然に
現れる

課題記入欄

集
団
づ
く
り

Ｅ
課題遂行

グループの目的や
課題解決に意欲を
もつ

Ｆ
合意形成

意見や感情の違い
を認めながら、集
団の意見をまとめ
ようとする

みんなの意見を上
手に取り入れて話
し合いの調整をし
ている（⑰）

友達の気持ちを推
しはかって行動が
できる（⑫～⑯）

集団の課題・目標
を達成するために
話し合いを進めて
いる（⑱）

互いのよさや違い
を認め、尊重して
いこうとする（③
④）

友達との明快なコ
ミュニケーション
がとれる（⑤～
⑪）

実施日

1回目

観察者①学級風土チェックまとめシート

：困り感がある、または課題がある
メニューへ戻る
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40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

中１年組

データ未入力有：
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40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60

中１年組

データ未入力有： 40



中１年組 No. 1 〔氏名〕 〔性別〕

小Ⅰ 小Ⅱ 小Ⅲ 合　計　Ⅰ 合　計　Ⅱ 合　計　Ⅲ

20 20 20

15 15 15

30 30 30

30 30 30

20 20 20 20 /20 20 /20 20 /20 

20 20 20 20 /20 20 /20 20 /20 

15 15 15 15 /15 15 /15 15 /15 

回答データ（自分づくり）

自
分
づ
く
り

60 /60 

仲
間
づ
く
り

60 /60 60 /60 

35 /35

プロフィール表
男

35 /35 35 /35

学級分布図での位置

回答データ（仲間づくり）

参
考
指
標

個人レーダーチャート

0 1 2 3 4 5

自己効力感

自尊感情

自己表現

共感・配慮

学級居心地感

かかわり

心配傾向

１回目 ２回目 ３回目

8

26

12 45

自
分
づ
く
り

仲間づくり・集団づくり

0 1 2 3 4 5

1_うまくいかなくても最後まで頑張る

2_人の役に立っている

8_頑張れば成績は良くなる

10_とにかくやってみる

自己効力感

0 1 2 3 4 5

4_自分を大切だと思う

5_自分が好きだ

7_いろいろなよいところがある

自尊感情

0 1 2 3 4 5

3_うまくいかないかと心配

6_にげだしてしまう

9_いいなりになる

心配傾向

0 1 2 3 4 5

1_アイデアを出せる

2_遊びに誘える

4_いやなときははっきり断れる

5_わからなければ上手に質問できる

8_人と違っていても意見が言える

11_友達の話に入れる

自己表現
0 1 2 3 4 5

3_励ましたりなぐさめたりできる

6_一緒に喜ぶことができる

7_悪いと思ったら謝れる

9_最後まで話を聞くことができる

10_相手の気持ちを考えて頼む

12_他の人の気持ちを考え我慢できる

共感・配慮

0 1 2 3 4 5

11_クラスの友達と一緒で楽しい

12_クラスの友達に大切にされる

13_クラスが気に入っている

14_このクラスになってよかった

学級居心地感

回答データ（参考指標）

0 1 2 3 4 5

2_遊びに誘える

3_励ましたりなぐさめたりできる

6_一緒に喜ぶことができる

11_友達の話に入れる

かかわり

0

1

2

3

4

5
自己効力感

自尊感情

自己表現共感・配慮

学級居心地

感

１回目

２回目

３回目

Y
P
尺
度

参
考
指
標
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◎ △

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

具体の視点
◎～△印

社会的スキルと関連
づけた観点
◎～△印

学
級
の
全

般
的
印
象

Ａ
公正

（自己効力感）

よいことはよい、悪い
ことは悪いと言える雰
囲気がある

場の雰囲気や人の意見に
流されず、自分の意見や
感じ方を表明できる（①
②）

Ｂ
寛容

（自尊感情）

失敗や意見の違いを温
かく認め、包み込んで
いこうとする雰囲気が
ある

互いのよさや違いを認
め、尊重していこうとす
る（③④）

Ｃ
自己表現

（含かかわり）

率直かつ適切な意志の
伝達や感情交流がある

友達との明快なコミュニ
ケーションがとれる（⑤
～⑪）

Ｄ
配慮

思いやりのある言動・
行動が自然に現れる

友達の気持ちを推しは
かって行動ができる（⑫
～⑯）

Ｅ
課題遂行

グループの目的や課題
解決に意欲をもつ

集団の課題・目標を達成
するために話し合いを進
めている（⑱）

Ｆ
合意形成

意見や感情の違いを認
めながら、集団の意見
をまとめようとする

みんなの意見を上手に取
り入れて話し合いの調整
をしている（⑰）

課題記入欄

手順４実施手順

「学級風土チェックまとめシート」
入力画面で、まとめ欄に最終評価を
記入し、学級課題欄に、課題と思わ
れることを記入します。（まとめ欄
に最終チェックを入力しないと、個
人プロフィール表に反映されませ
ん）

集
団
づ
く
り

仲
間
づ
く
り

：困り感、または課題がある

自
分
づ
く
り

無印：おおむね達成（子どもについては、思い浮かばない）

・複数の教師がそれぞれチェックを行った後に話
し合う場合は、１、２、３、４の手順で行います。
・複数の教師がその場で話し合ってチェックを行
う場合は、１、２、４の順で行います。

手順１が終えたら、Ａ～Ｆの観点毎に
＜十分に達成している＞＜困り感がある
＞と直感的に思い浮かぶ子どもについ
て、それぞれ◎、△をつけます。
すぐに名前が思い浮かばない子どもにつ
いては無印です。
（このチェックシートを一人で行う場合
は、概ね１０分～１５分の時間で終えて
下さい。）

学級風土の状況

観察の視点

( )回目 観察者名（ ） ：十分に達成している

複数の教師のチェックシー
トを集めて、「学級風土
チェックまとめシート」入
力画面に入力し、印刷しま
す。
印刷した「学級風土チェッ

クまとめシート」を使って
話し合います。

観察者が普段感じている
「学級の全般的印象印象」につ
いて
Ａ～Ｆの観点毎に、
＜◎：十分に達成している＞
＜無印：概ね達成している＞
＜△：困り感がある＞
の３段階でチェックします。

手順１ 手順２ 手順３
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質 問 書 
 

  年  月  日 
 

横浜市契約事務受任者 
 

住 所  
商号又は名称  
担 当 部 署  
担 当 者 氏 名  
電 話 番 号  

 

契約番号  

契約件名  
 
上記件名にかかる仕様（設計）書の内容等について、次のとおり質問します。 
項目（ページ数等） 質 問 内 容 

  

（注意）仕様（設計）書の内容等について質問がある場合は、「発注情報詳細」に記載された、質問

締切日時までにこの用紙に質問内容を記載し、担当部署に来庁して提出するか E-mail で送信する

こと。なお、送信した場合は送信した旨を担当部署へ必ず電話で連絡すること。 
 
 （担当部署）教育委員会事務局 人権健康教育部 人権教育・児童生徒課  担当 高橋 
電話：  045（671）3296 

E-mail：ky-jinkenjidoseito@city.yokohama.jp 
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年  月  日 

公募型指名競争入札参加意向申出書 

横浜市契約事務受任者

業者コード  

所在地

商号又は名称 

代表者職氏名  ㊞※

次の指名競争入札に参加を申し込みます。 

公表日  令和５年６月29日 種目名  各種調査企画  

（注意）種目別に提出してください。 

契約番号 件 名 

１ ― 
「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向け Y-Pアセスメント情

報処理プログラム作成等業務委託 

２ 

３ 

４ 

５ 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。

本件責任者

部 署 名 （任意） 氏
ふり

  名
がな

連 絡 先

担 当 者

部 署 名 （任意） 氏
ふり

  名
がな

連 絡 先

（注意） 
１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、参加資格を満たさな

いものとする。 
２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、参加資格を満たさないものとする。ただ

し、同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 
３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、参加資格を満たさないものとする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通事業

管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名 

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日 時  分 

確認方法 本人確認書類（ ）・電話・メールアドレス 

ＦＡＸ番号・その他（    ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名
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令和〇年〇月〇日 

入札参加資格確認書 

横浜市契約事務受任者 

 

業者コード  9999999 

所在地    横浜市中区本町６－５０－１０ 

商号又は名称 横浜契約株式会社 

代表者職氏名 代表取締役  契約 太郎    ㊞※ 

 

次の案件の入札参加資格の有無について、報告します。 

 

１ 件名 「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向けY-P アセスメント情報処理プログラム 

作成等業務委託について     

 

２ 資格確認 

（1）社内に基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者の有無 

  ア 社内に基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者が 

☑ いる    □ いない （当てはまる方にチェック） 

   イ 社内の基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者は、以下の通りです。 

   （アにて「いる」と回答した場合のみ回答） 

 

（2）社内に心理関連のアセスメントや調査の情報処理を行ったことがある者の有無 

  ア 社内に心理関連のアセスメントや調査の情報処理を行ったことがある者が 

☑ いる    □ いない （当てはまる方にチェック） 

   イ アで回答した者の心理関連のアセスメントや調査の情報処理の実績は、以下の通りです。 

   （アにて「いる」と回答した場合のみ回答） 

 
 委託名・事業名等 委託・事業等の概要 

1 日用品に係る広告効果測定 

日用品の広告の作成段階で、複数の広告の案を被験者

に提示し、商品への好感度などを問うアンケート紙に

よる調査を実施。 

2 安心して生活できる地域づくり

のためのアンケート調査 

地域住民が安心して暮らせるまちづくりのため、「安

心」を感じる心理的要因を探るため、住民 100名（主

に町内会での役職者）にアンケートを実施。 

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

△△営業部 ざいせい はなこ 

連   絡   先 
財政 花子 

045-1234-5678 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

同上 よこはま いちろう 

連   絡   先 
横浜 一郎 

045-9999-9999 
 

【裏面あり】 

人 数 雇 用 形 態 資  格 

３人  正社員、契約社員、派遣社員 基本情報技術者、応用情報技術者 

記載例 

提出日を記載 

又は 

押印省略し、

「本件責任者

及び担当者

欄」を記載 

代表者、受任者又は

個人を特定できる印 

「業者コード」、「所在地」、「商号又は名

称」、「代表者職氏名」は有資格者名簿に登録し

た内容と同一になるように記載してください。 

押印の省略が可能ですが、押印省略する場合は、

「本件責任者及び担当者欄」の記載が必須となり

ます。さらに、提出時に押印省略に伴う文書の真

正性の確認を行います。 

「本件責任者」と同一

の人物である場合は

「同上」でも可としま

す。 

原則、固定電話番

号を記載してくだ

さい。ただし、固

定電話を設置して

いない場合は、携

帯電話番号でも構

いません。 

代表者氏名と同一の人

物である場合も記載し

てください。 

61



（注意） 
１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、参加資格を満たさない
ものとする。 

２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、参加資格を満たさないものとする。ただし、
同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、参加資格を満たさないものとする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通事業管
理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 本人確認書類（       ）・電話・メールアドレス 

ＦＡＸ番号・その他（               ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名   
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年 月 日 

入札参加資格確認書 

横浜市契約事務受任者 

 

業者コード   

所在地     

商号又は名称  

代表者職氏名                 ㊞※ 

 

次の案件の入札参加資格の有無について、報告します。 

 

１ 件名 「子どもの社会的スキル横浜プログラム」児童生徒向けY-P アセスメント情報処理プログラム 

作成等業務委託について     

 

２ 資格確認 

（1）社内に基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者の有無 

  ア 社内に基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者が 

□ いる    □ いない （当てはまる方にチェック） 

   イ 社内の基本情報技術者または応用情報技術者以上の資格を持つ者は、以下の通りです。 

   （アにて「いる」と回答した場合のみ回答） 

   

（2）社内に心理関連のアセスメントや調査の情報処理を行ったことがある者の有無 

  ア 社内に心理関連のアセスメントや調査の情報処理を行ったことがある者が 

□ いる    □ いない （当てはまる方にチェック） 

   イ アで回答した者の心理関連のアセスメントや調査の情報処理の実績は、以下の通りです。 

   （アにて「いる」と回答した場合のみ回答） 
 委託名・事業名等 委託・事業等の概要 

1     

2     

 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。 

本件責任者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 

担 当 者 

  部 署 名 （任意） 氏
ふり

              名
がな

 

   

連   絡   先 
  

 
 
 

【裏面あり】 

人 数 雇 用 形 態 資  格 
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（注意） 
１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、参加資格を満たさない
ものとする。 

２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、参加資格を満たさないものとする。ただし、
同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、参加資格を満たさないものとする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通事業管
理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名  

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日    時  分 

確認方法 本人確認書類（       ）・電話・メールアドレス 

ＦＡＸ番号・その他（               ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名   
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入札（見積）書 

  年  月  日 

横浜市契約事務受任者

 所 在 地 

 商号又は名称 

代表者職氏名  ㊞※ 

次の金額で、関係書類を熟覧のうえ、横浜市契約規則を遵守し入札（見積）いたします。 

金  額 

億 千 百 十 万 千 百 十 円 

入札（見積）書には、消費税法第９条第１項規定の免税事業者であるか課税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望価格の

110分の 100に相当する金額を記載すること。これによらない方法での入札（見積り）を指示された場合は、それに従うこと。 

契約番号 

件  名 

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。

本件責任者 

 部 署 名 （任意） 氏
ふり

  名
がな

連   絡   先 

担 当 者 

 部 署 名 （任意） 氏
ふり

  名
がな

連   絡   先 

（注意） 

１ 入札の場合、押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、
無効とする。 

２ 入札の場合、「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、無効とする。ただ
し、同一の人物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 入札の場合、「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、無効とする。 
４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、
交通事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

５ 「横浜市契約規則」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道局契約規程（平成 20 年
３月水道局規程第７号）第２条の規定により読み替えて準用する横浜市契約規則」と、交通事業管理者の権限に
属する契約にあっては「横浜市交通局契約規程（平成 20年３月交通局規程第 11号）第２条の規定により読み替
えて準用する横浜市契約規則」と読み替えるものとする。 

６ 契約番号は、ある場合に記入すること。ない場合には空欄でも可とする。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名 

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日 時  分 

確認方法 

（☐随意契約のため、在籍確認不要）

通知書・申請書類・本人確認書類（    ） 

電話・その他（ ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名 
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入 札 辞 退 届 

 年  月  日 

横浜市契約事務受任者 

所在地  

商号又は名称 

代表者職氏名 ㊞※ 

 次の入札について、都合により辞退したいのでお届けいたします。 

契 約 番 号 

件   名  

※押印を省略する場合のみ「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先を記載すること。

本件責任者 

 部 署 名 （任意） 氏
ふり

  名
がな

連   絡   先 

担 当 者 

 部 署 名 （任意） 氏
ふり

  名
がな

連   絡   先 

１ 押印を省略し、「本件責任者及び担当者」の氏名及び連絡先の記載がない又は不備がある場合は、不受理とする。 

２ 「本件責任者及び担当者」は必ず両方記載すること。両方記載がない場合は、不受理とする。ただし、同一の人

物である場合は「同上」でも可とする。 

３ 「本件責任者及び担当者」の在籍確認ができなかった場合は、不受理とする。 

４ 「横浜市契約事務受任者」は、水道事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市水道事業管理者」と、交通

事業管理者の権限に属する契約にあっては「横浜市交通事業管理者」と読み替えるものとする。 

５ 契約番号は、ある場合に記入すること。ない場合には空欄でも可とする。 

-------------------------------------------------------------------------------------- 

横浜市

使用欄 

横浜市担当者名 

本件責任者又は担当者在籍確認日時   年  月  日 時  分 

確認方法 申請書類・通知書・本人確認書類（   ） 

電話・メールアドレス・ＦＡＸ番号 

その他（  ） 

本件責任者又は担当者の在籍確認した相手方の氏名 
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